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道
民
カ
レ
ッ
ジ
は
、
産
官
学
が
連
携
し
て

道
内
各
市
町
村
で
行
わ
れ
る
様
々
な
学
習
機

会
を
体
系
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
民
が
自

ら
の
意
思
に
よ
っ
て
学
び
、
自
立
し
た
北
海

道
の
創
造
に
寄
与
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◇
「
学
び
た
い
と
い
う
意
思
」
を
唯
一
の
入

学
資
格
と
す
る
生
涯
学
習
の
学
園
で
す
。

だ
れ
で
も
、
い
つ
で
も
入
学
で
き
ま
す
。

◇
道
内
の
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
開
催
さ
れ
て

い
る
講
座
に
参
加
で
き
ま
す
。

◇
自
分
で
学
び
た
い
講
座
を
選
び
、
自
分
を

高
め
る
と
と
も
に
、
地
域
な
ど
で
生
か
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
、
平
成
二
十
一
年
度
後
期
連
携
講
座
申

し
込
み
状
況

○
団
体
等
の
申
込
み
状
況

一
七
〇
団
体

・
市
町
村

一
八
団
体

・
高
等
教
育
機
関
等

大
学
・
短
大
・
高
専

二
五
団
体

高
等
・
特
別
支
援
学
校

三
九
団
体

専
修
・
各
種
学
校

二
三
団
体

・
各
種
団
体
・
民
間
教
育
業
者
・
企
業

五
〇
団
体

・
そ
の
他
関
係
機
関

一
五
団
体

○
コ
ー
ス
別
講
座
数

八
三
四
講
座

・
ほ
っ
か
い
ど
う
学

八
九
講
座

・
能
力
開
発

一
五
六
講
座

・
環
境
生
活

一
三
一
講
座

・
健
康
ス
ポ
ー
ツ

一
一
六
講
座

・
教
養

二
五
〇
講
座

・
高
等
学
校
等

九
二
講
座

二
、
後
期
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
発
行
予
定

九
月
中
旬
以
降
に
、
各
市
町
村
教
育
委
員

会
、
図
書
館
等
に
送
付
い
た
し
ま
す
。

三
、
道
民
カ
レ
ッ
ジ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

（
財
）
北
海
道
生
涯
学
習
協
会
で
は
、
道

民
カ
レ
ッ
ジ
の
充
実
、
発
展
を
め
ざ
す
と
と

も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
の
自
己
実
現
を

図
る
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援

し
、
全
道
各
圏
域
ご
と
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

組
織
し
、
活
発
な
活
動
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

〜
道
民
カ
レ
ッ
ジ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

し
て
〝
学
ぶ
喜
び
の
輪
を
広
げ
よ
う
〞
〜

（
１
）
本
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
組
織
活
動
グ
ル
ー
プ
、
講
座
活
動
グ

ル
ー
プ
、
広
報
活
動
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
自
主
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

・
毎
日
事
務
局
に
常
駐
（
午
前
十
時
〜

午
後
三
時
）
し
て
、
道
民
カ
レ
ッ
ジ
生

の
学
習
相
談
に
応
じ
て
ま
す
。

（
２
）
地
方
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
道
央
園
（
札
幌
）、
道
北
圏
（
旭
川
）、

道
南
圏
（
函
館
）、
十
勝
圏
（
帯
広
）、

根
釧
圏
（
釧
路
）
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏

（
北
見
）
ご
と
に
計
画
的
に
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

（
３
）
道
民
カ
レ
ッ
ジ
事
務
局
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学

び
を
通
し
て
自
己
の
生
き
が
い
を
見
つ
け

ま
せ
ん
か
。

ほ
っ
か
い
ど
う
学
検
定
は
、
北
海
道
を
よ

く
知
る
こ
と
を
北
海
道
づ
く
り
の
基
本
と

し
、
北
海
道
を
理
解
し
、
北
海
道
を
愛
し
、

北
海
道
の
創
造
的
発
展
の
主
体
と
な
る
道
民

を
育
て
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

◇
締
切
日
　
平
成
二
十
一
年
九
月
三
十
日
（
水
）

◇
検
定
実
施
日

平
成
二
十
一
年
十
一
月
一
日
（
日
）

午
前
十
時
三
十
分
・
午
後
二
時

◇
検
定
会
場

札
幌
会
場
『
北
海
道
大
学
』

旭
川
会
場
『
旭
川
医
科
大
学
』

函
館
会
場
『
函
館
大
学
』

帯
広
会
場
『
と
か
ち
プ
ラ
ザ
』

釧
路
会
場
『
北
海
道
教
育
大
学
釧
路
校
』

◇
出
題
領
域

・
北
海
道
の
歴
史
・
文
化

・
北
海
道
の
自
然
環
境

◇
検
定
の
種
類
と
検
定
料
（
各
領
域
と
も
）

入
門
検
定
（
基
礎
知
識
編
）

五
〇
問
（
六
〇
分
）

一
般

二
、
五
〇
〇
円

大
学
生

二
、
〇
〇
〇
円

高
校
生
以
下

一
、
〇
〇
〇
円

上
級
検
定
（
応
用
編
）

一
〇
〇
問
（
九
〇
分
）

一
般

三
、
〇
〇
〇
円

大
学
生

二
、
五
〇
〇
円

高
校
生
以
下

一
、
〇
〇
〇
円

◇
対
象

北
海
道
に
興
味
関
心
の
あ
る
道
民
及

び
全
国
の
人
々

◇
事
前
講
習
会

時
　
九
月
六
日
（
日
）

所
　
北
海
道
大
学

◇
事
前
講
習
会
受
講
料

一
、
五
〇
〇
円

◇
公
式
問
題
集

料
金
一
、
〇
〇
〇
円
（
消
費
税
込
み
）

◇
受
検
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

「
ほ
っ
か
い
ど
う
学
検
定
推
進
機
構
」

事
務
局
ま
で

〒
０
６
０
―

０
０
０
２

札
幌
市
中
央
区
北
２
条
西
７
丁
目

か
で
る
２
・
７

（
財
）
北
海
道
生
涯
学
習
協
会
内

電
　
話

０
１
１
―

２
３
１
―

４
１
１
１

（
内
線
　
３
６
―

３
４
３
・
３
７
０
）

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
１
１
―

２
８
１
―

６
６
６
４

Ｅ
メ
ー
ル

college@
hsgk.jp

◇
そ
の
他

・
検
定
合
格
者
に
は
、
生
涯
学
習
を
支
援

す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
学
校

や
地
域
で
の
講
師
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
持
っ

て
、
北
海
道
づ
く
り
へ
貢
献
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

・
道
民
カ
レ
ッ
ジ
生
に
は
次
の
よ
う
に

「
ほ
っ
か
い
ど
う
学
コ
ー
ス
」
の
単
位

が
認
定
さ
れ
ま
す
。

事
前
講
習
会
の
受
講
〜
４
単
位

入
門
検
定
〜
１
単
位

上
級
検
定
〜
２
単
位

◇
主
催

「
ほ
っ
か
い
ど
う
学
検
定
推
進
機
構
」

◇
後
援

北
海
道
観
光
振
興
機
構

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会

北
海
道
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
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「
道
民
カ
レ
ッ
ジ
」

か
ら
の
お
知
ら
せ

「
道
民
カ
レ
ッ
ジ
」

か
ら
の
お
知
ら
せ

締
切
せ
ま
る
！

〜
学
ん
で
生
か
そ
う
北
の
未
来
〜

「
ほ
っ
か
い
ど
う
学
検
定
」

,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,

道
民
カ
レ
ッ
ジ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
方
針
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,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,

「
ほ
っ
か
い
ど
う
学
」
出
前
講
座
は
、
道
民
カ
レ
ッ
ジ
で
学
ん
だ
知
識
や
技
術
を
具
体

的
に
地
域
づ
く
り
の
実
践
に
結
び
つ
け
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
的
に
学
ぶ
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
「
ま
ち
」
の
地
域
課
題
や
生
活
課
題
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
発

言
す
る
な
ど
主
体
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

「
ほ
っ
か
い
ど
う
学
」
出
前
講
座

回 開催地 会　　　場 実施期日 テーマ（地域課題）

平成21年度「ほっかいどう学」出前講座開催地一覧

利別川をとおして地域住民の郷土愛を醸成

世界遺産候補「縄文遺跡群」を学ぶ

自分の町の宝を振り起こそう

森林浴・日光浴・温泉入浴と植樹の集い

ボランティアに役立つカラーコーディネート

シニア世代の地域づくり～ボランティア～

まちづくりに必要なコミュニケーションとは

ねむろの自然の魅力を再発見

生涯学習を推進するまちづくり、人づくり

食と健康～生活習慣病の予防～

健康と教育と大学の連携によるまちづくり

温泉活用のまちづくり

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

せたな町

伊 達 市

釧 路 町

幕 別 町

網 走 市

羽 幌 町

月 形 町

根 室 市

音 更 町

中頓別町

奈井江町

鹿 部 町

町民ふれあいプラザ

伊達市防災センター

遠矢コミュニティセンター

幕 別 町 忠 類

オホーツク文化交流センター

羽幌町中央公民館

月形町交流センター

春国袋原生野鳥公園他

音更町文化センター

中頓別町民センター

奈井江町文化ホール

鹿部中央公民館

平成21年６月９日

平成21年８月22日

平成21年９月26日

平成21年９月26日

平成21年10月６日

平成21年10月24日

平成21年10月25日

平成21年11月19日

平成21年11月

平成22年２月

平成22年２月18日

「
ほ
っ
か
い
ど
う
学
」
大
学
放
送
講
座

平成21年度　道民カレッジ「ほっかいどう学」大学放送講座のお知らせ ◇
放
送
日
（
十
月
三
日
〜
）
Ｈ
Ｂ
Ｃ

・
毎
土
曜
日
　
午
前
五
時
〜

◇
再
放
送
（
十
月
九
日
〜
）

・
毎
金
曜
日
　
午
前
一
時
五
十
六
分
〜

▼
「
大
学
放
送
講
座
」
テ
キ
ス
ト
販
売
中

・
大
学
放
送
講
座
の
参
考
書
と
し
て
購
入
い

た
だ
き
、
三
十
分
間
の
テ
レ
ビ
視
聴
を
さ
れ

た
後
、レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
ま
す
と
一
レ
ポ
ー

ト
に
つ
き
必
修
一
単
位
が
認
定
さ
れ
ま
す
。

◇
一
冊
　
一
、
〇
〇
〇
円

☆
ほ
っ
か
い
ど
う
学
Ｂ
Ｂ

・
Ｈ
Ｂ
Ｃ
が
北
海
道
総
合
通
信
網
株
式
会
社

と
共
同
制
作
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
サ

イ
ト
で
す
。（http://m

anabi.hotnet.co.jp

）

今
年
度
の
大
学
放
送
講
座
を
視
聴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

開
設
期
間
は
、
十
月
十
二
日
か
ら
三
月
三

十
一
日
ま
で
で
す
。

放　送　日　時 大学名・講師名 テ　ー　マ

第１回　10月３日（土）

再放送　10月９日（金）

第２回　10月10日（土）

再放送　10月16日（金）

第３回　10月17日（土）

再放送　10月23日（金）

第４回　10月24日（土）

再放送　10月30日（金）

第５回　10月31日（土）

再放送　11月６日（金）

第６回　11月７日（土）

再放送　11月13日（金）

第７回　11月14日（土）

再放送　11月20日（金）

第８回　11月21日（土）

再放送　11月27日（金）

北海道医療大学

西　　　基 教授

北海道教育大学函館校

小栗　祐美 教授

北海道大学

川初　清典 教授

東京農業大学生物産業学部

塩本　明弘 教授

旭川大学

松浦　智和 助教

北海学園大学

菅原　秀幸 教授

北翔大学

稲田　尚史 教授

村瀬嘉代子 教授

北海道情報大学

西平　　順 教授

歯磨きで医療費ダウン！
～鹿追町の健康計画～

江戸のリアリズム
～蠣崎波響とその時代

北海道らしい健康運動
～新しいウォーキングを
考える～

北海道と温暖化
～サロマ湖の水質への影
響～

すべての人々に健康と幸福を
～ヘルスプロモーション
の可能性と課題～

グローバル化の波にのれ！
～北海道経済の可能性と
課題～

こころの健康のために
～北海道における
心理臨床を考える～

北海道ブランドの健康食品
～動き出したさっぽろ
バイオクラスター構想～

平成21年９月10日
11日
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会　　　場　道民活動センター（かでる2・7 520研修室） 〒060－0002 札幌市中央区北2条西7丁目
定員・対象 100名（どなたでも参加できます。）
単 位 認 定 道民カレッジの指定講座として必修1単位、または「ほっかいどう学」コース2単位のいずれかを選ぶことができます。
受　講　料 1講座受講1,000円（全講座受講の場合は、8,000円）

※受講料は、受講当日に納入してください。

申込み・問い合わせ先
〒060－0002 札幌市中央区北２条西７丁目　かでる２・７（９階）
（財）北海道生涯学習協会に電話・FAX・はがき等で申し込んでください。
TEL：011－231－4111（内線36－343）／FAX：011－281－6664／Ｅメール：college@hsgk.jp

◆「ほっかいどう学」は、北海道の現在を見つめ、過去を知り、未来のあり方を考える協働の学びです。

9月14日（月）13：30～15：30 520研修室

テーマ「あっ！と驚く歯の話」
～一生自分の歯で噛むためには～

象は歯をなくした時が寿命です。人が歯をなくすとどうなるか
考えてみましょう。

講師　北海道医療大学歯学部
教授　千　葉　逸　朗 氏

『ほっかいどう学』かでる講座
～テーマ「生きがいは心と体の健康から」～

道民カレッジ連携講座《指定講座》

1回目

10月13日（火）13：30～15：30 520研修室

テーマ「手軽な運動で関節の痛みを解す」
～運動で痛みを予防し、痛みを改善する～

誰でも手軽にできる運動療法のしくみをご紹介します

講師　しょうがい予防研究所オフィスアスリートワン
理学療法士　平　田　光　司 氏

3回目

11月9日（月）13：30～15：30 520研修室

テーマ「マイペースの健康づくり」
～頑張らないスポーツのすすめ～

生活の中で楽しく体を動かすことの効果と方法を紹介します

講師　北海道文教大学人間科学部
教授　侘　美　　　靖 氏

5回目

12月7日（月）13：30～15：30 520研修室

テーマ「ハーブと健康」
～寒い冬を元気に過ごすためのハーバルライフ～

冬の健康に役立つハーブと食材の上手な利用法について

講師　レインボーハーブ・アロマスクール
坂　戸　洋　子 氏

7回目

１月16日（土）13：30～15：30 520研修室

テーマ「地域医療」
～明日からできる予防医療～

高齢化社会における健康づくりや医療のあり方の提言

講師　医療法人財団　夕張希望の杜
理事長　村　上　智　彦 氏

9回目

9月24日（木）13：30～15：30 520研修室

テーマ「笑顔の効用」
～笑顔は最高の教養です～

口角が10度上がると人生変わります！笑顔と挨拶は自分から…

講師　株式会社　笑顔塾
代表取締役　小　菅　美恵子 氏

2回目

10月20日（火）13：30～15：30 520研修室

テーマ「ピンピンコロリ運動でメタボ解消」
～体力づくり法・精神安定法・音楽療法など～

ピンピンと生きてコロリと死ぬための実践行動を展開中です

講師　PPK研究所
所長　佐　藤　光　男 氏

4回目

11月24日（火）13：30～15：30 520研修室

テーマ「音と気」
～生の音楽（バイオリン演奏）と気～

生の音楽のすばらしさと「気」、演奏を交えながらお伝えします

講師　札幌交響楽団コンサートマスター
大　平　まゆみ 氏

6回目

12月15日（火）13：30～15：30 520研修室

テーマ「林がもっている色々な意味とちから」
～ある里山の手入れで学んだこと～

森や林は今、環境や資源だけでなく心身に与える「ちから」に
も注目が集まっている

講師 （財）北海道開発協会
主任研究員　草　苅　　　健 氏

8回目

1月25日（月）13：30～15：30 520研修室

テーマ「機能性食品と予防医療」
～食生活で美容と健康を維持～

生活習慣病予防と食生活の関係、道産食材の健康効果と調理法
を学ぶ

講師　東海大学
副学長　西　村　弘　行 氏

10回目



◎
趣
　
旨

高
齢
化
、
情
報
化
等
の
社
会
の
変
化
に
対
応

し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
生
き
が
い
の
あ
る
人
生

を
送
る
た
め
に
、
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

を
中
心
と
し
た
学
習
の
機
会
を
、
平
成
二
十
一

年
度
は
道
内
十
管
内
で
実
施
し
ま
す
。

◎
開
催
月
日
及
び
場
所

◎
こ
の
事
業
は
、
道
民
カ
レ
ッ
ジ
の
連
携
講
座

に
指
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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○学習テーマ
「道民自身が現在住んでいる地域について、過去を知り、未来のあり方を考える」

～培われた知識と能力を生かし地域づくりに寄与する～
○参加料　1,000円（資料代含む）
開催圏域 道　　　央　　　圏 オホーツク圏 根　釧　圏 道　北　圏 道　南　圏 十　勝　圏

開催期日 平成21年10月３日
13：00～16：00

札幌市
（かでる２・７）

100人

ノンフィクション作家

合田　一道氏

郷土史研究家発表

森山　祐吾氏
津田　光輝氏

・基調講演
「古文書に見る
北国の歴史文
化」
・実践事例発表
「近代科学技術
の先駆者　福士
成豊」
「秩父事件と北
海道～井上伝蔵
を巡って～」

・基調講演
（未定）

・実践事例発表
（未定）

・基調講演
「古文書に見る
北国の歴史・文
化」

・講義
「北海道の自然
環境」

・基調講演
「古文書に見る
北国の歴史・文
化」

・講義
「北海道の自然
環境」

・基調講演
「古文書に見る
北国の歴史・文
化」

・講義
「北海道の自然
環境」

・基調講演
「古文書に見る
北国の歴史・文
化」

・講義
「北海道の自然
環境」

・基調講演
「古文書に見る
北国の歴史・文
化」

・講義
「北海道の自然
環境」

東北芸術工科
大学大学院長

赤坂　憲雄氏

地域学実践者

（２人を予定）

ノンフィクション作家

合田　一道氏

北海道新聞編集委員

山本　　牧氏

ノンフィクション作家

合田　一道氏

エコ・ネットワーク代表

小川　　巌氏

ほっかいどう学を学ぶ会

顧問　江本　嘉敞氏

エコ・ネットワーク代表

小川　　巌氏

ほっかいどう学を学ぶ会

顧問　江本　嘉敞氏

エコ・ネットワーク代表

小川　　巌氏

ノンフィクション作家

合田　一道氏

エコ・ネットワーク代表

小川　　巌氏

100人 100人 100人 100人 100人 100人

札幌市
（かでる２・７）

北見市
（芸術文化ホール）

釧路市
（市生涯学習センター）

旭川市
（旭川大女子短期大学部）

函館市
（市勤労者総合福祉センター）

帯広市
（道新ビル）

平成21年12月12日
13：00～16：00

平成21年９月６日
10：00～15：30

平成21年８月23日
10：00～15：30

平成21年９月27日
10：00～15：30

平成21年８月30日
10：00～15：30

平成21年９月13日
10：00～15：30

会　　場

参加者数

講　　師

内　　容

協　　力

評　　価

本部ボランティア 本部ボランティア オホーツク圏ボランティア 根釧圏ボランティア 道北圏ボランティア 道南圏ボランティア 十勝圏ボランティア

①各圏域の地域課題やニーズを踏まえ、本道の歴史や文化、自然環境や健康等を学習テーマにしたことに
より「ほっかいどう学」の構築を図ることができる。
②地域住民自らが地域づくりの実践につながるよう期待できる。
③各圏域のボランティアの関わりによりネットワーク型のカレッジが期待できる。

11月８日

11月23日

11月25日

１月19日

１月21日

１月24日

２月

未　定

未　定

未　定

夕 張 市

恵 庭 市

上 川 町

白 糠 町

安 平 町

蘭 越 町

訓 子 府 町

苫 前 町

陸 別 町

木 古 内 町

開催月日 開 催 地

平成21年度「ほっかいどう学」ネットワーク推進事業

「 ほ っ か い ど う 学 」 実 践 講 座

生
き
が
い
づ
く
り
生
涯
学
習

促
進
事
業
に
つ
い
て

生
き
が
い
づ
く
り
生
涯
学
習

促
進
事
業
に
つ
い
て

生
き
が
い
づ
く
り
生
涯
学
習

促
進
事
業
に
つ
い
て

生
き
が
い
づ
く
り
生
涯
学
習

促
進
事
業
に
つ
い
て

生
き
が
い
づ
く
り
生
涯
学
習

促
進
事
業
に
つ
い
て

生
き
が
い
づ
く
り
生
涯
学
習

促
進
事
業
に
つ
い
て

生
き
が
い
づ
く
り
生
涯
学
習

促
進
事
業
に
つ
い
て

生
き
が
い
づ
く
り
生
涯
学
習

促
進
事
業
に
つ
い
て

生
き
が
い
づ
く
り
生
涯
学
習

促
進
事
業
に
つ
い
て

生
き
が
い
づ
く
り
生
涯
学
習

促
進
事
業
に
つ
い
て

生
き
が
い
づ
く
り
生
涯
学
習

促
進
事
業
に
つ
い
て

生
き
が
い
づ
く
り
生
涯
学
習

促
進
事
業
に
つ
い
て

生
き
が
い
づ
く
り
生
涯
学
習

促
進
事
業
に
つ
い
て

生
き
が
い
づ
く
り
生
涯
学
習

促
進
事
業
に
つ
い
て

生
き
が
い
づ
く
り
生
涯
学
習

促
進
事
業
に
つ
い
て

生
き
が
い
づ
く
り
生
涯
学
習

促
進
事
業
に
つ
い
て

生
き
が
い
づ
く
り
生
涯
学
習

促
進
事
業
に
つ
い
て
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〈
平
成
二
十
一
年
九
月
十
一
日
発
行

〒
〇
六
〇
―

〇
〇
〇
二
　
札
幌
市
中
央
区
北
二
条
西
七
丁
目
　
電
話
（
〇
一
一
）
二
八
一
―

六
六
六
一

財
団
法
人
北
海
道
生
涯
学
習
協
会
　
印
刷
所
／
社
会
福
祉
法
人
北
海
道
リ
ハ
ビ
リ
ー
〉

私
が
大
学
・
大
学
院
・
教
員
時
代
に

お
世
話
に
な
っ
た
藤
本
勉
先
生
が
一
冊

の
本
を
出
版
さ
れ
た
。
そ
れ
は
『
日
本

列
島
の
三
つ
の
文
化
』
と
題
す
る
も
の

で
あ
る
。
先
生
は
以
前
に
『
も
う
二
つ

の
日
本
文
化
』
と
い
う
本
を
出
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
本
は
大
変
な
人
気
と
な
っ

た
も
の
で
、
考
古
学
研
究
者
以
外
の

方
々
か
ら
も
評
価
が
高
い
も
の
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、
北
海
道
中
心
の
「
北
の

文
化
」
と
本
州
中
心
の
「
中
の
文
化
」

と
沖
縄
中
心
の
「
南
の
文
化
」
が
あ
る

と
い
う
も
の
で
、
一
般
的
に
本
州
の

「
中
の
文
化
」
で
日
本
の
歴
史
を
考
え

る
と
い
う
風
潮
に
対
す
る
警
告
と
も
い

え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
北
・

中
・
南
の
文
化
の
そ
れ
ぞ
れ
の
中
間
地

帯
に
は
「
ボ
カ
シ
の
文
化
」
が
存
在
す

る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
り
、
大
変
ユ
ニ

ー
ク
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
最
新
の
『
日
本
列
島
の

三
つ
の
文
化
』
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
以

前
の
本
の
改
訂
版
で
あ
る
と
同
時
に
、

「
市
民
の
考
古
学
」
シ
リ
ー
ズ
と
し
て

出
版
さ
れ
、
文
字
通
り
一
般
市
民
向
け

に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
別

の
大
き
な
意
義
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
同
成
社
と
い
う

出
版
社
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
が
、
七
巻

目
が
こ
の
本
で
あ
る
。
藤
本
先
生
は
他

に
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
、
『
ご
は
ん
と
パ

ン
の
考
古
学
』
『
都
市
と
都
城
』
『
考

古
学
で
つ
づ
る
日
本
史
』
『
考
古
学
で

つ
づ
る
世
界
史
』
を
す
で
に
上
梓
し
て

い
る
。
短
期
間
に
何
冊
も
の
本
を
次
々

と
出
版
さ
れ
る
そ
の
力
の
源
は
ど
こ
に

あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

実
は
先
生
は
、
福
島
県
文
化
財
セ
ン

タ
ー
白
河
館
（
愛
称
ま
ほ
ろ
ん
）
の
館

長
で
も
あ
り
、
そ
の
館
長
講
演
会
が
年

六
回
ず
つ
行
な
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内

容
を
本
に
ま
と
め
て
出
版
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
講
演
会
は
一

般
市
民
が
対
象
で
あ
る
の
で
、
「
市
民

の
考
古
学
」
シ
リ
ー
ズ
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
評
価
を
与
え
た
い
の
で
あ
る
。

考
古
学
関
係
者
に
限
ら
ず
各
分
野
の

研
究
者
は
、
専
門
の
論
文
を
市
民
向
け

に
紹
介
す
る
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
行
わ
な

い
。
学
問
は
専
門
家
の
も
の
と
し
て
自

己
満
足
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
そ
れ

で
は
市
民
か
ら
遊
離
し
て
し
ま
う
。
そ

の
こ
と
は
私
自
身
も
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
先
生
の
よ
う
に
上
手
に

は
い
か
な
い
未
熟
さ
が
あ
る
。
以
前
に

同
出
版
社
か
ら
『
ク
マ
と
フ
ク
ロ
ウ
の

イ
オ
マ
ン
テ
』
と
い
う
本
を
出
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
が
、
目
線
を
市
民
向

け
に
し
た
も
の
で
、
一
応
の
成
果
が
あ

っ
た
と
自
負
し
た
い
。
こ
れ
も
生
涯
学

習
の
一
環
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

（
財
）北
海
道
生
涯
学
習
協
会

会
長
　
宇
田
川
　
洋

「
市
民
の
考
古
学
」

随
想
⑩

新
会
員
紹
介

次
の
方
々
が
新
た
に
賛
助
会
員
に
な
ら
れ

ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

・
個
人
会
員

日
　
下
　
　
　
孝
（
札
幌
市
）

佐
々
木
　
一
　
友
（
北
広
島
市
）

遊
　
佐
　
克
　
行
（
札
幌
市
）

杉
　
本
　
昭
　
則
（
札
幌
市
）

浅
　
井
　
真
　
介
（
札
幌
市
）

（
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

情
報
交
流
広
場
（
ま
な
び
の
広
場
）

展
示
コ
ー
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

道
民
へ
の
学
習
情
報
の
提
供
を
体
系
的
に

行
う
「
ま
な
び
の
広
場
」
を
活
用
し
て
生
涯

学
習
や
普
及
啓
発
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を

行
う
と
と
も
に
、
道
内
各
地
域
の
生
涯
学
習

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
紹
介
や
成
果
等

の
発
表
の
場
と
す
る
た
め
、
参
加
市
町
村
や

団
体
に
対
し
募
集
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
参

加
団
体
に
よ
る
展
示
は
左
記
に
な
り
ま
す
。

（
後
期
分
）

九
月
・
道
民
カ
レ
ッ
ジ
「
大
学
放
送
講
座
」

大
学
放
送
講
座
実
行
委
員
会

十
月
・
「
現
代
押
し
花
ア
ー
ト
」

十
一
月
・
国
立
日
高
青
少
年
自
然
の
家

・
書
と
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル

十
二
月
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し

む
会

・
北
海
道
教
育
庁
生
涯
学
習
推
進
局

一
月
・
Ｕ
Ｌ
Ａ
ビ
ー
ズ
織
工
房

「
と
き
め
き
織
」

二
月
・
国
立
大
雪
青
少
年
交
流
の
家

三
月
・
さ
っ
ぽ
ろ
花
の
会

◇
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
到
来
！
本
州
の
近

畿
、
東
海
地
方
等
で
猛
威
を
ふ
る
う
。

そ
し
て
震
度
六
弱
の
地
震
。
こ
れ
ら

に
よ
る
被
害
は
甚
大
で
す
。

◇
今
年
も
協
会
主
催
の
「
か
で
る
講
座
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

世
相
を
反
映
？
し
て
か
、
興
味
関
心

を
抱
か
せ
る
講
座
ば
か
り
で
す
。

笑
顔
の
効
用
、
音
と
気
、
森
林
浴
の

効
能
な
ど
過
去
に
は
な
か
っ
た
講
座

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
札
響
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
の

大
平
ま
ゆ
み
氏
に
よ
る
講
演
は
楽
し

み
で
す
。

た
ま
に
は
、
生
の
演
奏
を
聴
く
の
も

い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

編
　
集
　
後
　
記

〈大麻木版画同好会〉


